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世
阿
弥
白
日
紳
壬
十
＋
坤
 
「
江
口
」
 
本
廿
人
考
 
 

料
紙
の
継
ぎ
目
と
改
行
と
を
め
ぐ
っ
て
一
 
 

飯
塚
 
恵
理
人
 
 

序
 
 
 

謡
曲
「
江
口
」
 
の
作
者
説
に
は
、
古
く
は
 
「
一
休
題
頒
」
…
に
由
来
す
る
一
 
 

休
作
説
三
∴
禅
竹
作
説
3
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
る
に
、
昭
和
七
年
に
、
 
 

能
糞
資
料
頒
布
会
か
ら
世
阿
弥
の
伝
書
で
あ
る
 
「
玉
音
」
 
蛋
の
影
印
が
発
行
さ
 
 

れ
、
そ
こ
に
、
「
江
口
遊
女
」
が
 
「
亡
父
曲
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
 
 

か
ら
、
そ
の
後
は
観
阿
弥
作
説
が
ひ
ろ
ま
っ
た
。
昭
和
三
十
年
代
あ
た
り
ま
で
 
 

は
、
伝
書
・
作
者
付
等
の
、
外
部
徴
証
に
よ
る
作
者
説
が
多
く
行
わ
れ
て
い
た
。
 
 

そ
の
後
、
世
阿
弥
自
筆
本
「
江
口
」
 
の
原
典
批
判
と
内
部
徴
証
か
ら
作
者
の
考
 
 

証
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
江
口
」
全
体
を
観
阿
弥
作
と
す
る
こ
と
に
 
 

環
問
が
な
げ
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
西
野
春
雄
氏
盲
が
、
昭
和
四
十
八
 
 

年
に
、
「
ク
リ
・
サ
シ
・
ク
セ
が
観
阿
弥
の
作
曲
で
あ
る
こ
と
は
認
め
る
と
し
 
 

て
も
、
『
江
口
』
全
体
を
観
阿
弥
作
と
み
る
の
は
可
能
性
が
弱
い
」
と
い
う
説
 
 

を
提
出
さ
れ
て
か
ら
は
、
そ
れ
が
ほ
ぼ
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
、
こ
 
 

の
説
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
あ
ら
た
め
て
、
「
江
口
」
 
の
 
「
原
曲
」
 
に
関
す
る
考
 
 

察
が
盛
ん
と
な
り
、
「
江
口
」
に
原
曲
が
あ
っ
た
と
す
る
説
と
、
原
曲
は
な
か
 
 

っ
た
と
す
る
説
が
、
対
立
し
て
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
原
曲
 
 

が
あ
っ
た
と
す
る
説
は
、
き
ら
に
、
原
曲
の
作
者
は
観
阿
弥
で
あ
る
と
す
る
説
 
 

と
、
原
曲
の
作
者
は
世
阿
弥
で
あ
る
と
す
る
説
に
分
か
れ
る
。
原
曲
が
あ
っ
た
 
 

と
さ
れ
る
伊
藤
正
義
民
芸
は
、
六
枚
の
料
紙
が
継
ぎ
合
わ
き
れ
た
「
状
」
の
形
 
 

を
と
る
世
阿
弥
自
筆
本
「
江
口
」
の
、
「
末
尾
が
い
っ
た
ん
善
か
れ
た
後
、
切
 
 

り
継
が
れ
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
確
か
に
第
五
紙
の
後
半
が
切
り
継
 
 

が
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
後
の
研
究
も
こ
れ
を
認
め
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
さ
 
 

ま
ぎ
ま
な
原
曲
の
推
定
や
作
者
論
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

自
筆
本
「
江
口
」
の
第
五
紙
は
他
の
料
紙
よ
り
も
短
く
、
末
尾
に
も
と
の
本
 
 

文
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
節
付
が
見
え
る
。
伊
藤
氏
の
御
指
摘
の
よ
う
に
、
第
 
 

五
紙
に
 
「
切
り
継
ぎ
」
が
あ
る
こ
と
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
 
 

な
ら
ば
、
他
の
料
紙
の
継
ぎ
目
に
つ
い
て
も
い
ま
一
度
検
討
を
加
え
て
お
く
こ
 
 

と
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
と
え
料
紙
の
長
さ
が
他
の
五
杖
に
お
い
て
不
 
 

自
然
で
な
い
と
し
て
も
で
あ
る
。
本
稿
は
、
最
初
に
全
体
に
渡
っ
て
、
六
杖
の
 
 

料
紙
の
継
が
れ
か
た
を
検
討
す
る
。
 
 
 

世
阿
弥
の
自
筆
本
「
江
口
」
の
筆
録
の
過
程
に
お
け
る
特
色
が
認
め
ら
れ
る
 
 

の
は
、
お
そ
ら
く
「
江
口
」
第
五
紙
後
半
の
よ
う
な
「
切
り
継
ぎ
」
の
み
で
は
 
 

あ
る
ま
い
。
筆
者
が
注
目
す
る
の
は
、
彼
の
 
「
改
行
」
と
い
う
行
為
で
あ
る
。
 
 

し
た
が
っ
て
、
筆
録
の
過
程
を
分
析
す
る
と
い
う
視
座
の
共
通
性
か
ら
、
次
に
 
 

「
改
行
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
「
料
紙
の
継
が
れ
方
」
と
、
「
改
行
」
を
通
 
 

し
て
み
る
と
、
世
阿
弥
自
筆
本
「
江
口
」
 
の
筆
録
の
過
程
が
う
か
び
あ
が
る
よ
 
 

う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
検
証
が
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
ば
同
時
 
 

に
、
世
阿
弥
自
筆
本
「
江
口
」
が
、
他
の
本
を
写
し
た
 
「
伝
本
」
 
で
は
な
く
、
 
 

「
原
本
」
 
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
 
 
 

な
お
、
「
江
口
」
の
本
文
の
部
分
を
示
す
た
め
、
日
本
古
典
文
学
大
系
「
講
 
 

曲
集
 
上
」
‡
に
桟
道
萬
里
雄
氏
が
示
さ
れ
た
小
段
名
に
従
う
。
ま
た
、
世
阿
 
 

弥
自
筆
本
「
江
口
」
は
、
「
別
冊
太
陽
 
能
」
 
宣
に
よ
る
。
昭
和
六
十
一
一
年
八
 
 

月
七
日
に
宝
山
寺
の
実
物
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
確
認
し
た
。
 
 

料
紙
の
継
ぎ
目
を
め
ぐ
っ
て
 
 
 

世
阿
弥
自
筆
本
「
江
口
」
は
、
六
杖
の
料
紙
を
継
ぎ
あ
わ
せ
た
 
「
状
」
 
の
形
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第
一
紙
の
最
終
行
は
、
2
問
答
の
最
後
、
第
二
紙
の
第
〓
汀
は
旦
□
の
最
初
 
 

で
あ
る
。
第
一
経
と
第
二
紙
の
料
紙
の
区
切
り
に
は
、
作
曲
上
の
区
切
り
（
小
 
 

段
の
区
切
り
）
が
あ
り
、
ま
た
、
第
一
舐
の
末
尾
に
は
、
第
二
紙
と
の
継
ぎ
目
 
 

の
聞
に
、
は
ば
二
行
分
ほ
ど
の
空
白
が
あ
る
。
 
 
 

を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
料
紙
の
長
さ
と
墨
附
は
、
川
瀬
一
馬
氏
の
 
「
世
阿
弥
其
 
 

蹟
 
能
本
七
番
 
附
日
録
書
状
」
皇
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
第
一
紙
が
、
長
さ
は
 
 

一
尺
一
寸
で
、
本
文
墨
附
十
八
行
、
第
二
紙
か
ら
第
四
紙
ま
で
が
、
長
さ
は
第
 
 

一
紙
と
同
じ
で
、
各
二
十
五
行
、
第
五
紙
が
、
長
さ
は
六
寸
五
分
で
、
十
六
行
、
 
 

第
六
紙
が
、
長
さ
は
⊥
尺
五
分
で
、
十
四
行
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
 
「
状
」
の
形
は
、
能
の
作
曲
・
改
作
に
お
い
て
は
、
切
り
継
ぎ
や
切
り
 
 

出
し
が
容
易
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
冊
子
の
形
よ
り
も
は
る
か
に
書
き
改
め
が
 
 

容
易
で
あ
る
。
世
阿
弥
が
実
際
に
切
り
継
ぎ
を
行
っ
た
確
実
な
例
と
し
て
は
、
 
 

す
で
に
伊
藤
氏
が
「
江
口
」
 
の
第
五
紙
末
尾
を
挙
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
他
の
 
 

料
紙
の
継
ぎ
目
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
吟
味
が
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
ま
ず
世
阿
弥
自
筆
本
「
江
口
」
が
、
ど
の
よ
う
な
料
紙
の
継
が
れ
 
 

方
を
し
て
い
る
か
、
と
い
う
点
か
ら
検
討
す
る
。
 
 

第
一
舐
と
第
二
柾
 
 

（
第
二
拭
）
 
 

ホ
ウ
シ
コ
ト
八
 
 

サ
テ
ワ
イ
ニ
シ
エ
ノ
エ
ク
チ
ノ
キ
ミ
ノ
ア
ト
ナ
リ
ケ
リ
 
ソ
ノ
ミ
ワ
ド
チ
ウ
ニ
 
 

・
心
ア
ル
人
り
籾
ト
フ
ラ
イ
候
 
タ
チ
ヨ
リ
 
 

テ
倒
ト
フ
ラ
イ
ア
ラ
ウ
ス
ル
ニ
テ
候
 
 

（
第
一
紙
）
 
 

世
阿
弥
は
、
一
続
き
の
文
章
を
書
く
場
合
に
は
、
料
紙
と
料
紙
の
継
ぎ
目
に
 
 

文
章
を
書
く
事
や
、
料
紙
を
は
さ
ん
で
も
同
じ
行
間
で
文
章
を
書
く
こ
と
に
よ
 
 

っ
て
、
料
紙
の
継
ぎ
目
に
無
意
味
な
空
白
が
く
る
こ
と
を
さ
け
て
い
た
と
考
え
 
 

ら
れ
る
。
例
え
ば
、
世
阿
弥
自
筆
本
「
盛
久
」
は
、
六
杖
の
料
紙
か
ら
な
る
 
「
 
 

扶
」
 
の
形
を
と
る
が
、
料
紙
の
継
ぎ
目
に
は
、
ど
れ
も
詞
章
が
書
い
て
あ
っ
た
 
 

り
、
あ
る
い
は
料
紙
を
は
き
ん
で
も
同
じ
行
間
で
書
い
て
あ
る
こ
と
が
、
有
力
 
 

な
例
証
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
二
連
の
 
「
金
春
大
夫
箱
書
状
」
で
も
、
料
紙
の
継
 
 

ぎ
目
を
は
さ
む
行
の
行
間
は
、
他
の
行
の
行
間
と
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
、
世
阿
 
 

弥
自
筆
本
が
、
料
紙
の
継
ぎ
目
に
一
行
書
い
た
り
、
料
祇
の
継
ぎ
目
を
は
き
む
 
 

行
間
を
普
通
の
行
間
に
あ
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
料
紙
の
継
ぎ
目
に
無
意
味
 
 

な
空
白
が
く
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
の
は
、
世
阿
弥
自
身
の
工
夫
に
よ
る
ら
し
 
 

い
。
世
阿
弥
自
筆
本
と
同
時
代
中
値
本
で
あ
る
、
久
次
本
「
知
事
」
 
で
は
、
第
 
 

二
紅
以
降
の
料
紙
の
冒
頭
に
、
二
、
三
な
ど
の
数
字
が
書
い
て
あ
る
。
こ
れ
は
 
 

ば
ら
ば
ら
の
紙
に
書
い
て
、
順
番
を
忘
れ
な
い
た
め
に
書
い
た
も
の
と
考
え
ら
 
 

れ
る
が
、
料
紙
の
継
ぎ
目
に
は
い
ず
れ
も
一
行
分
以
上
の
空
白
が
あ
る
。
こ
の
 
 

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
世
阿
弥
が
、
「
江
口
」
 
に
お
い
て
も
、
第
一
一
紙
を
第
一
紙
 
 

に
貼
り
継
い
で
か
ら
書
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
第
二
紙
は
、
書
き
終
え
た
後
 
 

に
第
一
柾
に
貼
り
継
が
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

第
〓
杜
は
、
1
次
第
か
ら
2
問
答
ま
で
で
あ
り
、
ワ
ヰ
の
登
場
か
ら
構
塔
の
 
 

い
わ
れ
の
説
明
ま
で
で
あ
る
。
3
か
ら
は
、
ワ
キ
の
詠
嘆
に
よ
っ
て
シ
テ
が
豊
 
 

壌
す
る
、
前
ジ
テ
の
登
場
の
段
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
第
一
紙
は
、
ワ
キ
の
豊
 
 

壌
の
段
と
い
う
、
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
善
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

第
二
紙
と
第
三
舐
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下
 
 

サ
ヨ
く
 
 

カ
サ
リ
フ
ネ
ニ
テ
ユ
ウ
女
二
三
人
 
 

ハ
シ
カ
、
ソ
ニ
テ
シ
ツ
く
ト
ウ
タ
ウ
ヘ
シ
 
 

フ
ル
 
 
フ
ル
 
 
人
 
 

ウ
タ
イ
＼
 
 

力
ワ
フ
ネ
ヲ
ト
メ
テ
ア
ウ
セ
ノ
ナ
ミ
マ
タ
ラ
く
 
 

・
▲
イ
、
モ
ア
エ
ネ
八
 
フ
シ
キ
ヤ
ナ
く
 
月
ス
ミ
ワ
ク
ル
カ
ワ
 
 
 ハ

ル
 
 

下
 
 

下
 
 

ハ
ル
 
 

下
 
 

ミ
ツ
ニ
 
ュ
ウ
チ
ヨ
ノ
 
ウ
タ
ウ
 
フ
ナ
ア
ソ
ヒ
 
月
ニ
ミ
エ
ク
ル
 
フ
ン
キ
 
 

（
第
三
舐
）
 
 

第
二
舐
の
最
終
行
、
紙
の
継
ぎ
目
、
第
三
紙
の
冒
頭
と
も
、
4
問
答
の
後
半
 
 

に
あ
た
る
。
第
二
紙
と
第
三
舐
の
継
ぎ
目
に
は
、
第
一
舐
と
第
二
紙
由
継
ぎ
目
 
 

と
は
異
な
り
、
本
文
が
一
行
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
不
自
然
な
空
白
と
い
う
印
象
 
 

は
受
け
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
第
三
紙
は
第
二
紙
に
貼
り
継
が
れ
て
か
ら
善
 
 

か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

第
三
紙
と
第
四
紙
 
 
 

心
ト
ム
ナ
ト
エ
イ
シ
タ
マ
ウ
ワ
 
 
 

ス
テ
人
ヲ
 
ヲ
モ
ウ
 
心
ナ
ル
ヲ
 
 

女
＼
 
 

ヲ
ス
テ
人
ト
イ
、
コ
ナ
タ
モ
 
ナ
ニ
ヲ
ウ
 
イ
ロ
コ
ノ
ミ
ノ
 
イ
エ
ニ
ワ
壷
二
彗
 
 

．
亡
（
ノ
 
 

サ
シ
モ
 
ム
モ
レ
キ
ノ
 
ヒ
ト
ン
レ
ヌ
コ
ト
ノ
ミ
 
ヲ
、
キ
ヤ
ト
こ
 
 
 

（
継
ぎ
望
 
 

ホ
ウ
シ
＼
 
 
 

ヶ
ニ
コ
ト
ワ
リ
ナ
リ
 
サ
イ
キ
ヤ
ウ
モ
 
カ
リ
ノ
ヤ
ト
リ
 
 

ウ
キ
ヨ
ノ
ユ
メ
ヲ
ミ
ナ
ラ
ワ
ン
ノ
 
 
 

八
ル
 
 

ヒ
 
ロ
 
ウ
 
グ
 
■
ル
 
叫
′
 
ケ
 
 

（
第
四
妊
〓
 
 

（
第
五
紙
）
 
 

T
－
－
 
 
 

ア
ル
イ
ワ
 
三
ツ
ハ
ツ
ナ
ン
ノ
ア
ク
シ
ュ
ニ
ダ
ン
テ
ク
ワ
ン
ニ
サ
エ
ラ
レ
テ
ス
テ
 
 
 

ニ
 
ホ
ッ
シ
ン
ノ
ナ
カ
タ
チ
ヲ
ウ
シ
ナ
ウ
 
 

第
四
紙
の
最
終
行
、
黄
玉
紙
の
第
一
行
と
も
に
皿
サ
シ
で
あ
る
。
第
四
紙
と
 
 

第
五
紙
は
、
第
一
紙
と
第
二
紙
の
継
ぎ
目
と
同
様
、
第
四
牡
の
末
尾
と
、
第
五
 
 

紙
ゐ
冒
頭
に
、
行
間
が
あ
い
て
い
る
。
こ
の
行
間
の
広
さ
は
、
料
把
の
上
の
方
 
 

で
は
広
く
、
二
行
分
ほ
ど
あ
る
が
、
下
に
行
く
ほ
ど
狭
く
、
下
の
端
で
は
、
「
 
 

下
」
と
い
う
節
記
号
の
幅
を
除
い
て
も
一
行
分
程
度
で
あ
る
。
第
四
紙
と
第
五
 
 

紙
は
、
継
ぎ
目
の
行
間
が
一
行
分
以
上
あ
り
、
第
四
舐
か
ら
帯
五
牡
に
か
か
っ
 
 

て
い
る
墨
も
な
い
こ
と
か
ら
、
第
一
舐
と
第
二
舐
と
同
様
、
そ
れ
ぞ
れ
が
書
か
 
 

第
三
紙
の
最
終
行
は
、
－
上
ゲ
苛
の
 
「
月
ニ
ミ
エ
ク
ル
フ
シ
キ
」
ま
で
で
あ
 
 

る
。
第
四
紙
の
第
一
行
目
は
、
こ
れ
に
続
く
「
サ
ヨ
′
1
」
で
あ
る
。
第
三
紅
 
 

最
終
行
の
、
「
月
に
ミ
エ
タ
ル
」
の
 
「
エ
」
・
「
ル
」
の
墨
は
、
第
四
舐
に
か
 
 

か
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
第
三
紙
あ
最
終
行
と
、
第
四
紙
の
第
一
行
は
、
 
 

第
三
紙
と
第
四
抵
が
継
が
れ
た
後
に
善
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
料
紙
を
は
さ
 
 

む
本
文
が
一
続
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
三
舐
と
第
四
紙
の
料
紙
を
は
さ
む
部
 
 

分
は
同
一
の
資
料
に
よ
り
一
続
き
に
善
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
 
 

第
四
放
と
第
五
紙
 
 
 

サ
ン
コ
エ
 
 

■
 
 ア
ル
イ
ワ
穿
こ
ン
ナ
ウ
 
テ
ン
ジ
ャ
ウ
ノ
ゼ
ン
ク
ワ
ヲ
 
ウ
グ
ト
 
 

T
－
 
 
 

イ
エ
ト
モ
 
テ
ン
タ
ウ
メ
イ
マ
ウ
シ
テ
 
ィ
マ
タ
ゲ
ダ
ツ
ノ
 
タ
ネ
ヲ
ウ
ェ
ス
 
 

（
策
四
抵
）
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れ
た
後
に
貼
り
合
わ
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
第
一
紙
は
2
問
 
 

答
の
最
後
で
終
わ
っ
て
お
り
、
そ
こ
が
小
段
の
区
切
り
で
あ
る
の
に
対
し
、
第
 
 

四
紙
の
末
尾
は
皿
サ
シ
の
途
中
で
あ
り
、
小
段
の
区
切
り
で
は
な
い
。
2
問
答
 
 

は
、
ア
イ
が
ワ
キ
に
「
シ
ヤ
ク
タ
ウ
」
の
い
わ
れ
を
語
っ
て
弔
い
を
勧
め
る
部
 
 

分
で
、
次
の
a
ロ
の
ワ
辛
が
江
口
の
君
を
弔
う
部
分
と
は
内
容
上
の
区
切
り
が
 
 

あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
第
四
紙
と
第
五
紙
の
継
ぎ
目
は
、
第
四
紙
の
最
終
行
で
 
 

文
は
と
ぎ
れ
て
い
る
も
の
の
、
第
四
紙
の
最
後
の
 
「
ア
ル
イ
ワ
 
ニ
ン
チ
ウ
 
 

テ
ン
ジ
ャ
ウ
ノ
 
ゼ
ン
ク
ワ
ヲ
 
ウ
ク
ト
 
イ
エ
ト
モ
 
テ
ン
ト
ウ
メ
イ
モ
ウ
 
 

シ
テ
 
ィ
マ
タ
ゲ
ダ
ツ
ノ
 
タ
ネ
ヲ
ウ
ェ
ス
」
と
、
第
五
紙
の
最
初
の
 
「
ア
ル
 
 

イ
ワ
 
三
ツ
ハ
ツ
ナ
ン
ノ
 
ア
ク
シ
ュ
ニ
 
ダ
ン
テ
 
ク
ワ
ン
ニ
サ
エ
ラ
レ
テ
 
 

ス
チ
エ
 
ホ
ヅ
シ
ン
ノ
ナ
カ
タ
チ
ヲ
ウ
シ
ナ
ウ
」
は
、
対
句
を
な
し
て
い
る
。
 
 

ま
た
、
第
一
紙
の
末
尾
に
は
二
行
分
の
空
白
が
あ
る
の
に
対
し
、
帯
四
紙
の
空
 
 

白
は
料
紙
の
上
の
方
で
は
広
い
が
、
下
の
方
で
は
〓
打
分
と
短
い
。
こ
れ
は
、
 
 

世
阿
弥
が
行
間
を
一
行
分
と
な
る
よ
う
に
貼
ろ
う
と
し
て
貼
り
損
じ
た
と
も
考
 
 

え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
第
四
紙
の
最
終
行
は
行
末
ま
で
善
か
れ
て
お
り
、
第
一
 
 

紙
の
最
終
行
が
行
の
途
中
で
終
わ
っ
て
い
る
の
と
は
異
な
る
。
第
四
舐
と
帯
五
 
 

紙
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
書
か
れ
た
後
に
貼
り
継
が
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
第
一
 
 

紙
と
、
第
二
紙
・
第
三
紙
が
、
互
い
に
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
も
ち
、
ま
と
ま
り
 
 

の
区
切
れ
と
料
紙
の
区
切
れ
が
一
致
し
て
い
る
の
に
対
し
、
内
容
的
に
一
つ
の
 
 

ま
と
ま
り
の
続
き
と
な
っ
て
お
り
、
ま
と
ま
り
の
区
切
れ
と
料
紙
の
区
切
れ
が
 
 

一
致
し
て
い
な
い
。
 
 
 

義
幸
氏
は
、
「
世
阿
弥
作
能
考
」
の
補
説
コ
丑
に
お
い
て
、
「
江
口
」
の
Ⅶ
 
 

ク
〓
ノ
・
サ
シ
・
ク
セ
に
つ
い
て
、
『
 
〔
江
口
〕
 
の
曲
舞
（
ク
リ
・
サ
ン
・
ク
セ
）
 
 

が
「
遊
女
の
曲
弗
」
と
で
も
呼
び
た
い
よ
う
な
ま
と
ま
っ
た
内
容
で
、
〔
江
口
〕
 
 

の
内
部
で
も
前
後
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
 
 

そ
こ
が
元
来
は
独
立
の
諸
物
と
し
て
の
曲
舞
だ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 

応
永
三
十
一
年
の
世
阿
弥
自
筆
能
本
「
江
口
」
が
、
全
般
に
わ
た
っ
て
比
較
的
 
 

詳
細
な
節
付
を
施
し
て
い
な
が
ら
、
曲
舞
の
部
分
に
限
っ
て
全
く
節
付
が
無
い
 
 

の
も
、
右
の
推
測
を
裏
書
し
て
い
る
。
そ
こ
は
以
前
か
ら
謡
わ
れ
て
い
た
の
で
 
 

相
伝
を
受
け
た
捧
竹
も
知
っ
て
お
り
、
世
阿
弥
が
節
付
を
施
す
必
要
が
な
か
っ
 
 

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
』
と
述
べ
ら
れ
た
。
皿
ク
リ
・
ク
セ
に
 
 

は
、
義
幸
氏
の
御
指
輪
の
通
り
、
節
付
が
全
く
な
い
。
皿
サ
シ
に
は
、
第
四
紙
 
 

の
最
終
行
「
タ
ネ
ヲ
ウ
ェ
ス
」
 
の
 
「
タ
ネ
」
 
の
右
に
 
「
下
」
 
の
節
記
号
と
ゴ
マ
 
 

節
が
、
第
五
紙
の
第
〓
付
「
ク
ワ
ン
ニ
サ
エ
ラ
レ
テ
ス
テ
 
（
ニ
）
」
の
 
「
ス
テ
」
 
 

の
右
に
 
「
下
」
 
の
節
記
号
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
サ
シ
に
し
て
も
、
「
江
口
」
 
 

の
他
の
小
段
と
比
較
し
て
節
付
は
非
常
に
少
な
い
と
言
え
る
。
確
か
に
、
u
ク
 
 

リ
・
サ
シ
・
ク
セ
は
一
つ
の
ま
と
ま
り
で
あ
り
、
こ
の
部
分
に
取
っ
て
節
付
が
 
 

少
な
い
の
は
、
「
江
口
」
 
の
相
伝
を
受
け
る
禅
竹
が
こ
の
部
分
を
知
っ
て
い
た
 
 

か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
皿
ク
リ
・
サ
シ
・
ク
セ
が
第
四
舐
と
第
五
 
 

紙
の
二
枚
の
料
紙
に
ま
た
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
第
四
紙
と
第
五
紙
は
関
 
 

係
が
漂
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
第
四
紙
・
第
五
紙
は
、
別
々
 
 

に
善
か
れ
て
は
い
る
が
、
第
四
紙
を
書
き
終
わ
っ
た
後
に
、
続
い
て
第
五
紙
の
 
 

冒
頭
を
書
く
と
い
う
形
で
、
一
続
き
に
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

第
五
紙
と
第
六
把
 
 

‥
ミ
ル
事
キ
ク
事
ニ
 
 

マ
ヨ
ウ
心
 
ナ
ル
ヘ
シ
．
 
 

舞
丁
ル
ヘ
シ
 
 

和
零
上
 
 

八
ル
 
 

女
＼
 
 

ヲ
モ
シ
ロ
ヤ
 
ジ
ツ
サ
ウ
 
 

人
 
 

ム
ロ
ノ
 
 

同
ワ
オ
上
 
ク
ル
 
 
 

・
マ
イ
丁
ル
ヘ
シ
 
 

ヲ
モ
シ
ロ
ヤ
 
・
 
 
 

グ
ル
 

ハ
ル
 
 

大
カ
イ
二
．
ゴ
ナ
ン
ロ
ク
ヨ
ク
ノ
 
 （

第
六
紙
）
 
 

モ
ツ
タ
ル
 
 
 

カ
セ
ワ
 
 
 

（
第
五
紙
）
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第
五
紙
の
最
終
行
は
1
1
（
ワ
カ
）
、
第
六
紙
の
第
一
行
は
u
ワ
カ
で
あ
る
。
 
 

ワ
カ
は
、
五
七
五
七
七
の
和
歌
の
型
を
も
つ
拍
子
に
合
わ
な
い
謡
で
あ
り
、
（
 
 

ワ
カ
）
 
は
、
ワ
カ
の
破
格
の
も
の
で
あ
る
。
第
五
紙
の
寸
法
は
、
前
に
川
瀬
氏
 
 

の
御
調
査
を
紹
介
L
た
よ
う
に
、
第
一
舐
か
ら
第
四
紙
及
び
第
六
紙
が
い
づ
れ
 
 

も
一
尺
以
上
あ
る
の
に
対
し
、
」
ハ
寸
五
分
と
短
い
。
第
五
紙
の
末
尾
に
は
、
「
 
 

和
苛
上
」
 
「
舞
ア
ル
ヘ
シ
」
と
い
う
注
記
と
、
節
付
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
 
 

は
す
ペ
て
削
除
さ
れ
た
本
文
に
添
え
て
善
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
第
五
紙
は
こ
れ
よ
り
も
操
ま
で
本
文
が
あ
っ
た
 
 

も
の
を
、
世
阿
弥
が
削
除
し
た
こ
と
は
、
歴
然
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
 
 

確
か
に
第
六
舐
は
、
そ
れ
を
書
き
終
え
た
後
に
、
第
五
紙
の
末
尾
を
切
り
取
っ
 
 

て
、
現
在
見
る
よ
う
な
形
に
、
継
ぎ
足
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。
第
二
紅
か
ら
 
 

第
五
紙
ま
で
と
第
六
紙
と
は
、
世
阿
弥
が
基
づ
い
た
資
料
が
異
な
る
と
考
え
ら
 
 

れ
る
。
第
五
紙
と
第
六
紙
は
、
第
五
紙
を
上
に
し
て
貼
り
継
が
れ
て
い
る
。
世
 
 

阿
弥
自
筆
本
「
江
口
」
 
で
は
、
こ
の
第
五
紙
と
第
六
紙
の
継
ぎ
目
以
外
は
、
全
 
 

て
後
の
料
紙
右
上
に
し
て
貼
り
継
が
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
世
阿
弥
は
、
第
五
 
 

紙
を
下
に
し
て
貼
る
つ
も
り
で
、
末
尾
を
糊
し
ろ
と
し
て
残
し
て
お
き
な
が
ら
、
 
 

ま
ち
が
え
て
第
五
紙
を
上
に
し
て
貼
っ
て
L
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
 
 
 

第
五
紙
の
末
尾
に
は
、
「
和
苛
上
」
 
「
弄
7
ル
ヘ
シ
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
。
 
 

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
削
除
さ
れ
た
部
分
が
、
「
和
苛
」
で
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
 
 

は
、
ま
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
が
ワ
カ
で
あ
っ
た
か
、
（
ワ
カ
）
 
で
あ
 
 

っ
た
か
は
、
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
も
し
ワ
カ
で
あ
っ
た
の
な
ら
ば
、
次
に
は
 
 

（
ヮ
カ
）
が
現
在
の
∴
］
（
ヮ
カ
）
、
す
な
わ
ち
「
ヲ
モ
シ
ロ
ヤ
」
 
で
あ
っ
た
か
 
 

が
問
題
と
な
る
。
ま
た
、
（
ヮ
カ
）
 
で
あ
っ
た
の
な
ら
ば
、
現
在
の
皿
（
ワ
カ
）
 
 

は
複
か
ら
捕
わ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
問
題
に
は
、
「
弄
ア
ル
 
 

ヘ
シ
」
の
注
記
が
手
が
か
り
と
な
る
。
「
舞
7
ル
ヘ
シ
」
は
「
相
可
上
」
よ
り
 
 

も
五
芋
ほ
ど
下
っ
た
位
置
に
書
か
れ
て
い
る
。
世
阿
弥
自
筆
本
で
は
、
舞
の
直
 
 

前
の
詞
章
の
そ
の
す
ぐ
後
に
舞
の
指
定
を
す
る
の
が
お
お
む
ね
で
あ
る
。
こ
の
 
 

こ
と
か
ら
、
「
和
苛
」
は
五
芋
程
度
の
長
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
 
 

世
阿
弥
自
筆
本
の
u
（
ヮ
カ
）
 
に
は
、
「
同
ワ
カ
上
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
完
 
 

全
な
り
力
の
形
式
を
と
ら
な
い
 
（
ワ
カ
）
 
で
も
「
ワ
カ
」
と
い
う
指
定
を
す
る
 
 

場
合
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
（
ヮ
カ
）
で
は
な
い
り
力
は
、
五
字
程
度
 
 

の
間
に
は
と
て
も
お
さ
ま
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
削
除
さ
れ
た
部
分
の
冒
 
 

頭
は
、
（
ヮ
カ
）
 
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
存
の
白
筆
本
に
 
 

見
ら
れ
る
n
 
（
ワ
カ
）
 
と
 
「
マ
イ
7
ル
ヘ
シ
」
は
、
第
五
紙
後
半
が
削
除
さ
れ
 
 

た
後
、
第
六
祇
に
あ
わ
せ
て
善
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

以
上
の
考
案
を
ま
と
め
て
み
る
。
第
二
祇
か
ら
第
五
紙
は
、
一
続
き
に
善
か
 
 

れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
紙
か
ら
第
五
紙
の
血
統
塞
ほ
、
3
□
 
 

か
ら
止
（
ワ
カ
）
ま
で
 
〔
資
料
的
に
後
か
ら
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
皿
（
ワ
 
 

カ
）
を
除
く
と
ク
セ
〕
 
ま
で
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
前
ジ
テ
の
登
場
か
ら
序
の
舞
 
 

の
前
ま
で
が
含
ま
れ
る
。
但
し
、
第
五
紙
の
末
尾
が
切
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
 
 

ら
、
も
と
も
と
は
、
序
の
舞
の
後
ま
で
善
か
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
第
 
 

二
紅
か
ら
第
五
紙
は
、
前
ジ
テ
の
登
場
か
ら
序
の
舞
以
降
ま
で
書
か
れ
て
い
た
 
 

が
、
第
五
紙
の
末
尾
が
切
断
さ
れ
た
た
め
、
序
の
舞
の
前
ま
で
の
ま
と
ま
り
と
 
 

し
て
善
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

第
六
紙
は
、
u
ワ
カ
か
ら
一
曲
の
最
後
ま
で
を
含
む
。
こ
れ
は
、
序
の
舞
か
 
 

ら
最
後
ま
で
の
山
曲
の
終
曲
部
に
あ
た
る
。
第
六
把
は
、
序
の
宋
以
降
の
一
曲
 
 

の
終
曲
部
と
い
う
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
書
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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た
だ
し
、
第
六
紙
は
行
数
も
十
四
行
と
少
な
い
。
第
五
紙
と
第
六
紙
と
を
あ
わ
 
 

せ
て
も
三
十
行
で
あ
る
。
第
五
紙
を
除
く
料
紙
の
長
さ
が
は
ば
同
じ
で
あ
り
、
 
 

第
二
紅
か
ら
第
四
紅
ま
で
に
、
一
紙
に
つ
き
二
十
五
行
善
か
れ
て
い
る
こ
と
を
 
 

考
え
る
と
、
世
阿
弥
が
当
初
か
ら
第
六
紙
を
書
く
予
定
で
あ
っ
た
か
は
疑
問
で
 
 

あ
る
。
第
五
紙
の
末
尾
が
切
断
さ
れ
る
以
前
に
は
、
第
四
紙
・
第
五
紙
の
一
続
 
 

き
が
後
ジ
テ
の
登
場
か
ら
最
後
ま
で
を
含
む
ま
と
ま
り
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
 
 

る
。
 
 
 

世
阿
弥
自
筆
本
「
江
口
」
は
第
一
粧
、
第
二
紅
か
ら
第
五
紙
の
一
続
き
、
第
 
 

六
紙
と
独
立
し
て
三
つ
に
善
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
 
 

な
継
ぎ
方
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
世
阿
弥
自
筆
本
「
江
口
」
の
筆
録
過
程
 
 

に
つ
い
て
、
以
下
の
二
点
の
こ
と
が
い
え
る
。
 
 

一
、
第
一
紙
は
、
ワ
ヰ
の
登
場
の
部
分
の
ま
と
ま
り
、
第
二
就
か
ら
第
五
紙
 
 

の
一
続
き
ほ
、
前
ジ
テ
登
場
の
部
分
か
ら
序
の
零
ま
で
の
ま
と
ま
り
、
第
六
紙
 
 

は
序
の
舞
か
ら
最
後
ま
で
の
ま
と
ま
り
で
あ
る
。
自
筆
本
「
江
口
」
に
は
、
二
 
 

個
所
の
紙
の
継
ぎ
目
に
場
面
・
小
段
の
区
切
り
が
あ
り
、
ま
た
、
一
続
き
に
善
 
 

か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
紙
ご
と
に
、
場
面
・
小
段
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
い
る
。
 
 

世
阿
弥
は
、
自
筆
本
「
江
口
」
を
場
面
・
小
段
の
区
切
り
ご
と
に
料
紙
に
書
き
、
 
 

そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

二
、
u
（
ヮ
カ
）
 
は
、
第
六
粧
の
1
1
ワ
カ
が
成
立
し
た
後
に
書
き
加
え
ら
れ
 
 

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
山
（
ワ
カ
）
 
は
、
皿
ワ
カ
に
あ
わ
せ
て
善
 
 

か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
‥
］
（
ワ
カ
）
 
は
、
m
ワ
カ
と
序
の
舞
巷
隔
て
 
 

て
い
る
が
、
世
阿
弥
は
（
ヮ
カ
）
を
書
く
際
、
ク
セ
か
ら
の
続
き
の
み
で
は
な
 
 

く
、
序
の
舞
の
後
の
ワ
カ
と
の
続
き
を
重
視
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

世
阿
弥
百
筆
本
「
江
口
」
の
改
行
 
 
 

世
阿
弥
自
筆
本
「
江
口
」
が
、
第
一
舐
、
第
二
紙
か
ら
第
五
紙
の
一
続
き
、
 
 

第
六
託
と
い
う
、
三
つ
の
部
分
に
分
け
て
書
か
れ
、
後
か
ら
貼
り
継
が
れ
た
と
 
 

考
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
り
、
そ
の
料
紙
の
継
ぎ
目
 
 

の
部
分
に
世
阿
弥
の
筆
録
の
過
程
看
考
案
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
筆
録
の
 
 

過
程
を
う
か
が
う
上
で
注
目
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
 
「
改
行
」
が
あ
る
。
こ
の
 
 

能
本
「
江
口
」
で
は
、
紙
の
継
ぎ
目
だ
け
で
は
な
く
、
ひ
ん
ば
ん
に
改
行
さ
れ
 
 

て
い
る
点
が
目
に
つ
く
。
こ
の
改
行
が
、
ど
の
よ
う
な
意
図
で
行
わ
れ
た
の
か
 
 

に
つ
い
て
、
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

改
行
に
よ
っ
て
わ
け
ら
れ
る
ま
と
ま
り
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

（
注
記
は
問
題
と
し
な
い
。
）
 
 

一
、
1
次
第
の
最
初
（
月
ワ
ム
カ
ン
ノ
）
か
ら
、
1
次
第
の
最
後
（
イ
ツ
ク
ナ
 
 

ル
ラ
ン
）
ま
で
。
1
次
第
全
体
の
ま
と
ま
り
。
 
 

二
、
1
名
ノ
リ
の
最
初
 
（
コ
レ
ワ
ホ
ク
ロ
ク
ダ
ウ
ヨ
リ
）
 
か
ら
、
1
上
ゲ
笥
の
 
 

最
後
（
ユ
タ
チ
ノ
サ
ト
ニ
 
ッ
キ
ニ
ケ
リ
′
1
）
 
ま
で
。
1
名
ノ
リ
の
全
体
、
 
 

1
上
ゲ
司
の
全
体
の
ま
と
ま
り
。
 
 

三
、
1
着
ゼ
リ
フ
の
最
初
（
コ
レ
ワ
エ
ク
チ
ノ
サ
ト
、
）
か
ら
、
1
着
ゼ
リ
フ
 
 

の
最
後
（
ク
ツ
ネ
ハ
ヤ
ト
存
候
）
ま
で
。
1
着
ゼ
リ
7
全
体
の
ま
と
ま
り
。
 
 

四
、
2
問
答
の
最
初
（
コ
ノ
シ
ヤ
ク
タ
ウ
ワ
）
か
ら
、
2
問
答
の
最
後
 
（
御
ト
 
 

フ
ラ
イ
ア
ラ
ウ
ス
ル
ニ
テ
焼
）
ま
で
。
2
問
答
全
休
の
ま
と
ま
り
。
 
 

五
、
き
□
の
最
初
（
サ
テ
ワ
イ
ニ
シ
ュ
ノ
）
か
ら
、
3
□
の
最
後
（
ア
ラ
ヲ
モ
 
 

シ
ロ
ノ
エ
イ
カ
ヤ
ナ
）
ま
で
。
a
口
全
体
の
ま
と
ま
り
。
こ
の
 
「
7
ラ
ヲ
モ
シ
 
 

ロ
ノ
エ
イ
カ
ヤ
ナ
」
は
、
か
な
り
行
末
に
近
い
所
ま
で
書
い
て
あ
る
の
で
、
改
 
 

行
と
と
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
自
筆
本
で
は
、
旦
〕
の
最
後
と
4
問
答
と
の
行
 
 

間
が
、
他
よ
り
も
若
干
広
い
。
こ
れ
も
、
世
阿
弥
が
こ
の
部
分
を
一
つ
の
区
切
 
 

り
と
し
て
い
る
と
い
う
傍
証
と
し
て
、
こ
こ
で
改
行
が
な
さ
れ
て
い
る
と
と
る
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塚
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こ
と
に
す
る
。
 
 

六
、
4
問
答
の
最
初
（
イ
カ
ニ
タ
ヒ
人
）
 
か
ら
、
途
中
（
ナ
ニ
ト
エ
イ
シ
タ
マ
 
 

イ
 
サ
フ
ラ
ウ
ソ
）
ま
で
。
但
し
、
行
末
ま
で
の
空
白
が
、
一
字
程
度
と
短
い
 
 

の
で
、
こ
こ
を
改
行
と
と
る
か
ど
う
か
は
微
妙
で
あ
る
。
4
問
答
の
最
初
か
ら
 
 

途
中
ま
で
を
含
む
。
 
 

七
、
4
問
答
の
途
中
（
フ
シ
ヰ
ヤ
ナ
 
ジ
ン
カ
モ
ミ
ュ
ヌ
）
か
ら
、
4
問
答
の
 
 

途
中
（
コ
レ
マ
テ
ア
ラ
ワ
レ
イ
チ
タ
ル
ナ
リ
）
ま
で
。
4
問
答
の
途
中
か
ら
途
 
 

中
ま
で
を
含
む
。
 
 

八
、
4
問
答
の
途
中
（
心
エ
ス
 
カ
リ
ノ
ヤ
ト
リ
ヲ
）
か
ら
、
途
中
（
ヨ
ヲ
イ
 
 

ト
ウ
）
ま
で
。
但
し
、
行
末
ま
で
の
空
白
が
、
一
字
程
度
と
短
い
の
で
、
こ
こ
 
 

を
改
行
と
と
る
か
は
微
妙
で
あ
る
。
4
問
答
の
途
中
か
ら
途
中
ま
で
を
含
む
。
 
 

九
、
4
問
答
の
途
中
（
ヒ
ト
、
シ
キ
ケ
ハ
カ
リ
ノ
ヤ
ト
ニ
）
か
ら
途
中
（
ヒ
ト
 
 

シ
レ
ヌ
コ
ト
ノ
ミ
 
ヲ
、
与
ヤ
ト
ニ
）
ま
で
。
4
問
答
の
途
中
か
ら
途
中
ま
で
 
 

を
含
む
。
こ
の
ま
と
ま
り
の
最
後
 
（
サ
シ
モ
ム
モ
レ
ヰ
ノ
 
ヒ
ト
シ
レ
ヌ
コ
ト
 
 

ノ
ミ
 
ヲ
、
ヰ
ヤ
ト
ニ
）
は
、
第
二
紙
と
第
三
柾
の
料
紙
の
継
ぎ
目
に
書
い
て
 
 

あ
る
。
 
 

十
、
4
問
答
の
途
中
（
心
ト
ム
ナ
ト
エ
イ
シ
タ
マ
ウ
ワ
）
か
ら
、
途
中
（
ス
テ
 
 

人
ヲ
 
ヲ
モ
ウ
 
心
ナ
ル
ヲ
）
ま
で
。
但
し
、
行
末
ま
で
の
空
白
が
、
一
字
程
 
 

度
と
短
く
、
こ
こ
を
改
行
と
と
る
か
は
微
妙
で
あ
る
。
一
4
問
答
の
途
中
か
ら
途
 
 

中
ま
で
を
含
む
。
 
 

十
一
、
4
問
答
の
途
中
（
タ
、
ヲ
シ
ム
ト
ノ
）
 
か
ら
、
4
上
ゲ
苛
の
途
中
 
（
カ
 
 

エ
ラ
ヌ
 
イ
ニ
シ
ュ
ワ
 
イ
マ
ト
テ
モ
。
）
 
ま
で
。
但
し
、
行
末
ま
で
の
空
白
 
 

が
、
一
字
程
度
と
短
く
、
こ
こ
を
改
行
と
と
る
か
は
微
妙
で
あ
る
。
4
問
答
の
 
 

途
中
か
ら
最
後
ま
で
、
4
上
ゲ
苛
の
最
初
か
ら
途
中
ま
で
を
含
む
。
 
 

十
二
、
4
上
ゲ
寄
の
途
中
 
（
ス
テ
ヒ
ト
ノ
 
ヨ
カ
タ
リ
ニ
）
 
か
ら
、
5
ロ
ン
ギ
 
 

の
途
中
（
キ
ミ
カ
キ
マ
セ
ル
ヤ
。
）
ま
で
。
但
し
、
行
末
ま
で
の
空
白
が
、
一
 
 

字
程
度
と
短
く
、
こ
こ
を
改
行
と
と
る
か
は
微
妙
で
あ
る
。
4
上
ゲ
苛
の
途
中
 
 

か
ら
最
後
ま
で
、
5
ロ
ン
ギ
の
最
初
か
ら
途
中
ま
で
を
含
む
っ
 
 

十
三
、
5
ロ
ン
ギ
の
途
中
（
イ
チ
ジ
ュ
ノ
 
カ
ケ
ニ
ヤ
、
ト
リ
ケ
ン
）
か
ら
、
 
 

5
ロ
ン
ギ
の
最
後
（
コ
エ
ハ
カ
リ
シ
テ
ウ
セ
ニ
ケ
リ
′
1
）
ま
で
。
5
ロ
ン
ギ
 
 

の
途
中
か
ら
最
後
ま
で
を
含
む
。
 
 

十
四
、
6
問
答
の
最
初
（
サ
レ
ハ
コ
ソ
コ
ノ
ホ
ト
モ
）
か
ら
、
6
問
答
最
後
（
 
 

ケ
ン
／
＼
ト
コ
ソ
申
ツ
タ
エ
テ
候
へ
）
ま
で
。
6
問
答
全
体
の
ま
と
ま
り
。
〔
 
 

但
し
、
「
マ
コ
ト
ワ
ム
カ
シ
ノ
エ
ク
チ
ノ
チ
ャ
ウ
ワ
 
フ
ナ
ン
ホ
サ
ツ
ノ
ケ
ン
 
 

く
ト
コ
ソ
申
ツ
タ
エ
テ
候
へ
」
は
、
「
ケ
ン
′
1
ト
」
以
降
が
次
の
行
と
の
 
 

行
間
に
あ
り
、
後
補
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
6
問
答
は
、
も
と
は
「
 
 

マ
テ
テ
コ
ラ
ン
候
へ
」
ま
で
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
 
 

は
、
落
合
博
志
氏
E
の
御
指
摘
が
あ
る
。
〕
 
 

十
五
、
7
□
の
最
初
（
ケ
ニ
ヤ
ク
ワ
イ
コ
ク
 
ア
ン
キ
ヤ
ノ
ミ
ト
テ
）
か
ら
、
 
 

7
上
ゲ
寄
の
最
後
（
月
ニ
ミ
ュ
ク
ル
フ
シ
キ
サ
ヨ
′
1
）
ま
で
。
7
□
の
全
体
 
 

と
、
7
上
ゲ
苛
の
全
体
の
ま
と
ま
り
。
7
上
ゲ
苛
の
最
後
（
月
エ
ミ
ュ
タ
ル
フ
 
 

シ
キ
サ
ヨ
／
＼
）
 
は
、
第
三
紙
と
第
四
祇
に
わ
た
っ
て
い
る
。
 
 

十
六
、
8
上
ゲ
寄
の
最
初
（
カ
ワ
フ
ネ
ヲ
ト
メ
テ
ア
ウ
セ
ノ
）
か
ら
、
8
下
ゲ
 
 

苛
の
最
後
（
ア
ワ
レ
。
ヨ
ニ
ア
ワ
ハ
ヤ
）
ま
で
。
8
上
ゲ
苛
全
体
と
、
8
下
ゲ
 
 

苛
全
体
の
ま
と
ま
り
。
 
 

十
七
、
9
揖
ケ
合
の
最
初
（
ヨ
モ
ス
テ
ニ
 
フ
ケ
ユ
タ
月
ノ
）
か
ら
、
9
掛
ケ
 
 

合
の
最
後
（
ム
ツ
カ
シ
ヤ
）
ま
で
。
9
掛
ケ
合
全
体
の
ま
と
ま
り
。
 
 

十
八
、
9
 
（
上
ノ
詠
）
 
の
最
初
（
ア
キ
′
ミ
ツ
 
ミ
ナ
ヰ
リ
 
ヲ
チ
テ
）
か
ら
、
 
 

g
寄
の
最
後
（
ウ
タ
イ
テ
 
ィ
サ
ヤ
ナ
ク
サ
マ
ン
 
〔
「
ナ
ク
サ
マ
ン
」
は
、
「
 
 

丁
ソ
ハ
ン
」
 
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
。
〕
 
）
ま
で
。
9
 
（
上
ノ
詠
）
 
の
全
体
と
、
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9
苛
の
全
体
の
ま
と
ま
り
。
 
 

十
九
、
凹
ク
リ
の
最
初
（
ソ
レ
十
t
一
イ
ン
エ
ン
ノ
ル
チ
ン
ワ
）
か
ら
、
m
（
ワ
 
 

カ
）
 
の
最
後
（
ヲ
モ
シ
ロ
ヤ
）
ま
で
。
皿
ク
リ
の
全
体
、
皿
サ
シ
の
全
体
、
皿
 
 

ク
セ
の
全
体
、
u
（
ワ
カ
）
 
の
全
体
の
ま
と
ま
り
。
但
し
、
山
（
ワ
カ
）
は
後
 
 

捕
の
部
分
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
資
料
的
に
は
、
ク
リ
・
サ
ン
・
ク
セ
ま
で
で
 
 

l
ま
と
ま
り
と
、
考
え
ら
れ
る
。
 
 

二
十
、
山
ワ
カ
の
最
初
（
ヲ
モ
シ
ロ
ヤ
）
か
ら
、
止
ワ
カ
の
最
後
（
タ
、
ヌ
ヒ
 
 

モ
ナ
シ
′
1
）
ま
で
。
但
し
、
行
末
ま
で
の
空
白
が
一
字
程
度
と
短
く
、
こ
こ
 
 

を
改
行
と
と
る
か
は
微
妙
で
あ
る
。
n
ワ
カ
全
体
の
ま
と
ま
り
。
 
 

一
一
十
一
、
退
□
の
最
初
（
ナ
ミ
ノ
タ
テ
ィ
モ
ナ
ニ
ュ
エ
ソ
）
か
ら
、
退
ノ
リ
地
 
 

の
途
中
（
コ
、
ロ
ト
ム
ル
ユ
エ
）
ま
で
。
但
し
、
行
末
ま
で
の
空
白
が
二
手
程
 
 

度
と
短
く
、
，
し
こ
を
改
行
と
と
る
か
は
微
妙
で
あ
る
。
M
柴
］
の
全
体
と
、
盟
ノ
 
 

リ
地
の
最
初
か
ら
途
中
ま
で
を
含
む
。
 
 

二
十
二
、
盟
ノ
リ
地
の
途
中
（
心
ト
メ
ス
ワ
）
か
ら
、
盟
ノ
リ
地
の
途
中
（
ヒ
 
 

ト
ヲ
モ
シ
タ
ワ
シ
）
ま
で
。
止
ノ
リ
地
の
途
中
か
ら
途
中
ま
で
を
含
む
。
 
 

二
十
三
、
妃
ノ
リ
他
の
途
中
（
マ
ッ
ク
レ
モ
ナ
ク
）
か
ら
、
ほ
苛
の
最
後
（
ア
 
 

リ
カ
タ
ク
コ
ソ
ヲ
ホ
ユ
タ
ル
）
ま
で
。
止
ノ
リ
地
の
途
中
か
ら
最
後
ま
で
、
正
 
 

司
の
全
体
を
含
む
。
 
 
 

「
江
口
」
ほ
、
改
行
に
よ
っ
て
、
以
上
二
十
三
の
ま
と
ま
り
に
分
か
れ
る
こ
 
 

と
に
な
る
。
（
改
行
と
と
る
か
、
〓
け
の
最
後
ま
で
書
い
た
た
め
行
が
か
わ
っ
 
 

た
と
と
る
か
、
微
妙
な
部
分
も
あ
り
、
ま
た
、
た
ま
た
ま
行
頭
に
さ
た
た
め
、
 
 

も
し
行
の
途
中
な
ら
改
行
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
に
、
改
行
さ
れ
る
べ
き
所
で
 
 

あ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
行
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
た
 
 

め
敦
に
若
干
の
増
減
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
あ
ら
か
じ
め
断
わ
っ
て
お
 
 

く
。
）
世
阿
弥
筆
で
あ
っ
て
も
、
冊
子
本
で
相
伝
さ
れ
た
「
花
伝
第
七
別
紙
口
 
 

伝
」
 
や
、
「
状
」
 
の
形
を
と
っ
て
い
る
l
一
連
の
 
「
金
春
大
夫
宛
書
状
」
に
、
改
 
 

行
は
見
ら
れ
な
い
。
 
 
 

頻
繁
な
「
改
行
」
が
、
伝
書
や
書
状
に
は
な
く
、
能
本
に
あ
る
理
由
と
し
て
 
 

は
、
ま
ず
、
そ
れ
が
能
の
上
溝
に
台
本
と
し
て
使
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
考
 
 

え
ら
れ
る
。
能
の
一
曲
は
、
い
く
つ
も
の
場
面
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
 
 

そ
の
場
面
は
、
い
く
つ
も
の
音
曲
上
の
ま
と
ま
り
か
ら
で
き
て
い
る
。
世
阿
弥
 
 

の
伝
書
で
あ
る
 
「
三
遷
」
 
の
 
「
三
体
作
書
条
々
」
 
皆
の
老
体
の
部
分
に
は
、
 
 
 

一
老
体
。
是
、
（
大
方
脇
能
の
懸
也
。
）
先
、
祝
言
の
風
体
、
開
口
人
出
 
 

て
、
次
第
よ
り
一
謡
一
段
に
音
曲
、
五
七
五
、
七
五
′
1
行
事
、
七
八
句
 
 

謡
ふ
ペ
し
。
七
五
を
一
句
と
走
、
只
歌
一
首
を
弐
句
と
可
得
心
。
 
 

さ
て
、
為
手
の
出
て
、
 
（
自
是
破
一
段
、
）
老
人
夫
婦
な
ど
に
て
、
五
 
 

七
五
・
七
五
の
一
声
よ
り
、
七
五
′
1
行
事
、
十
句
斗
也
。
下
て
謡
ふ
よ
 
 

り
、
甲
の
物
ま
で
の
一
歌
い
、
十
句
斗
也
。
 
（
百
是
破
二
。
）
 
 

と
い
う
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
i
ま
老
体
（
老
人
を
シ
テ
と
す
る
）
 
の
能
の
作
り
方
 
 

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
場
面
構
成
、
小
段
と
い
う
 
 

語
は
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
能
の
場
面
場
面
を
序
・
破
・
急
に
あ
て
は
め
て
説
 
 

明
し
て
お
り
、
横
道
氏
が
、
日
本
古
典
文
学
大
系
の
 
「
議
曲
集
 
上
」
 
「
謡
曲
 
 

集
 
下
」
B
に
示
さ
れ
、
現
在
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
小
段
に
あ
た
る
意
識
が
 
 

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
 
「
場
面
」
 
「
小
段
」
 
に
あ
た
る
意
識
 
 

が
、
上
述
の
頻
繁
な
 
「
改
行
」
に
対
応
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
世
阿
弥
は
、
 
 

こ
の
場
面
・
小
段
の
区
切
り
で
「
改
行
」
L
、
そ
こ
が
音
曲
上
、
ま
た
は
内
容
 
 

上
の
区
切
り
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
世
阿
弥
 
 

は
、
こ
の
区
切
り
ご
と
に
文
章
を
作
り
、
あ
る
い
は
書
き
加
え
た
り
し
て
、
小
 
 

部
分
を
ま
ず
完
成
さ
せ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
料
紙
の
上
で
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
よ
 
 

う
に
し
て
作
成
し
た
料
紙
を
組
み
合
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
江
口
」
を
作
っ
た
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の
か
も
知
れ
な
い
。
 
 
 

さ
ら
に
一
つ
、
「
改
行
」
が
伝
書
や
書
状
に
は
な
く
、
能
本
に
あ
る
理
由
と
 
 

し
て
は
、
「
切
り
継
ぎ
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
多
い
」
と
い
う
こ
と
も
、
考
え
 
 

る
こ
と
が
で
き
る
。
現
存
す
る
「
世
阿
弥
自
筆
能
本
」
の
全
て
と
、
久
次
本
「
 
 

知
毒
」
は
 
「
状
」
 
の
形
を
と
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
世
阿
弥
の
時
代
に
は
、
 
 

「
能
本
」
は
「
状
」
の
形
式
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
状
」
の
 
 

形
の
能
本
に
お
い
て
、
既
に
善
か
れ
て
あ
る
部
分
を
、
改
訂
す
る
た
め
に
削
除
 
 

す
る
こ
と
は
、
実
際
に
は
か
な
り
頻
繁
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
中
葉
 
 

談
俵
」
 
苫
の
、
「
道
盛
、
言
葉
多
き
を
、
切
り
除
け
′
1
し
て
能
に
な
す
。
」
 
 

と
い
う
一
文
も
、
具
体
的
に
は
、
「
扶
」
の
形
で
あ
っ
た
 
「
道
盛
」
の
能
本
の
 
 

山
部
を
切
っ
て
、
不
要
の
部
分
を
除
い
た
と
い
う
こ
と
を
背
景
と
し
た
言
葉
で
 
 

あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
花
伝
第
七
別
紙
口
伝
」
 
の
相
伝
に
は
冊
子
の
形
を
耽
る
世
 
 

阿
弥
が
、
能
本
の
相
伝
に
は
 
「
状
」
 
の
形
を
取
る
の
は
、
こ
の
相
伝
す
る
 
「
能
 
 

本
」
自
体
に
切
り
継
ぎ
が
な
さ
れ
る
可
能
性
を
世
阿
弥
が
考
え
て
い
た
た
め
で
 
 

あ
ろ
う
。
あ
る
ま
と
ま
り
ご
と
に
改
行
し
て
お
け
ば
、
後
の
切
り
継
ぎ
の
際
に
、
 
 

料
紙
は
容
易
に
切
断
で
き
、
ま
た
、
別
の
料
紙
と
継
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
も
で
き
 
 

る
。
改
行
の
理
由
に
は
、
「
切
り
継
ぎ
」
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
 
 

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
世
阿
弥
自
筆
本
「
江
口
」
 
の
 
「
改
行
」
を
以
上
の
よ
う
 
 

に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
木
の
葉
錦
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
以
下
 
 

の
こ
と
が
い
え
る
。
 
 
 

世
阿
弥
自
筆
本
「
江
口
」
は
、
改
行
に
よ
り
二
十
三
の
部
分
に
分
け
ら
れ
て
 
 

い
る
。
世
阿
弥
は
音
曲
上
・
内
容
上
か
ら
こ
の
区
切
り
を
作
っ
た
と
考
え
ら
れ
 
 

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
謡
曲
 
「
江
口
」
は
、
筋
の
流
れ
を
持
つ
作
品
で
あ
り
な
 
 

が
ら
、
そ
の
部
分
部
分
は
音
曲
・
内
容
の
点
で
か
な
り
独
立
的
で
あ
る
と
考
え
 
 

ら
れ
る
。
皿
（
ヮ
カ
）
が
六
枚
日
の
ワ
カ
に
あ
わ
せ
て
善
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
 
 

る
事
な
ど
か
ら
、
改
行
で
区
切
ら
れ
る
部
分
部
分
も
、
全
て
が
曲
の
始
め
か
ら
 
 

善
か
れ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
世
阿
弥
は
、
こ
の
改
行
で
区
切
ら
れ
る
 
 

部
分
ご
と
に
、
別
々
に
作
っ
て
料
紙
の
上
で
組
み
合
わ
せ
、
そ
し
て
あ
る
場
合
 
 

に
は
 
「
改
行
」
の
両
端
に
お
い
て
、
文
章
を
削
除
L
た
り
、
書
き
加
え
た
り
し
 
 

た
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
「
改
行
」
と
「
切
り
継
ぎ
」
は
世
阿
弥
の
筆
録
過
程
か
 
 

ら
す
れ
ば
、
同
じ
筆
録
過
程
の
外
形
的
な
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
 
 

な
る
。
 
 

桔
 
 
 

以
上
、
世
阿
弥
自
筆
本
「
江
口
」
の
料
紙
の
継
ぎ
目
及
び
改
行
の
特
徴
の
分
 
 

析
か
ら
、
こ
の
本
の
筆
録
の
過
程
に
つ
い
て
推
測
し
て
見
た
。
こ
の
よ
う
な
世
 
 

阿
弥
自
筆
本
「
江
口
」
の
特
徴
は
、
こ
の
本
が
他
本
を
書
写
し
た
も
の
と
し
て
 
 

は
説
明
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
世
阿
弥
が
場
面
・
小
段
に
よ
っ
て
ま
と
ま
り
を
 
 

も
っ
て
創
作
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
を
六
枚
の
料
紙
に
書
い
て
繋
ぎ
合
わ
せ
た
 
 

こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
る
ペ
き
で
あ
ろ
う
。
自
筆
本
「
江
口
」
は
、
「
江
口
」
 
 

の
 
「
原
本
」
 
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
自
筆
本
の
行
間
に
見
ら
れ
る
世
阿
弥
の
本
文
修
訂
 
 

と
現
行
曲
の
本
文
と
の
関
係
も
、
説
明
が
つ
く
。
現
行
の
 
「
江
口
」
 
の
シ
テ
、
 
 

「
フ
ナ
ン
ホ
サ
ツ
」
と
い
う
言
葉
は
、
第
〓
撒
の
2
問
答
で
「
ク
ワ
ン
ヲ
ン
」
 
 

を
訂
正
し
た
部
分
、
第
三
紙
の
6
問
答
で
、
「
カ
ブ
ノ
ホ
サ
ツ
」
を
訂
正
し
た
 
 

部
分
、
同
じ
第
三
紙
の
6
問
答
で
 
「
マ
コ
ト
ワ
ム
カ
シ
ノ
エ
ク
チ
′
チ
ャ
ウ
ワ
」
 
 

以
降
の
後
補
記
事
、
第
六
紙
の
近
寄
の
、
四
個
所
に
現
わ
れ
る
。
い
づ
れ
も
後
 
 

補
の
部
分
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
現
行
の
 
「
江
口
」
 
の
シ
テ
が
 
「
フ
ケ
ン
ホ
 
 

サ
ツ
」
に
定
ま
っ
た
の
が
、
こ
の
世
阿
弥
自
筆
本
の
段
借
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
 
 

し
て
い
る
。
現
行
の
 
「
江
口
」
の
原
意
が
定
ま
っ
た
の
が
、
こ
の
世
阿
弥
自
筆
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本
に
お
い
て
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
 
 
 

「
江
口
」
の
 
「
原
曲
」
の
推
定
に
お
い
て
、
第
一
紙
の
 
「
ク
ワ
ン
ヲ
ン
」
と
、
 
 

第
三
紙
の
 
「
カ
フ
ノ
ホ
サ
ツ
」
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
の
論
議
が
な
き
れ
て
き
 
 

た
。
「
ク
ワ
ン
ヲ
ン
ノ
」
を
 
「
フ
ケ
ン
ホ
サ
ツ
ノ
」
 
に
訂
正
す
る
の
は
、
第
一
 
 

紙
に
の
み
現
わ
れ
る
現
象
で
あ
る
。
「
カ
ブ
ノ
ホ
サ
ツ
ト
ナ
テ
」
を
「
フ
ナ
ン
 
 

ホ
サ
ツ
ト
ナ
テ
」
に
訂
正
す
る
の
は
、
第
三
紙
の
み
に
現
わ
れ
る
現
象
で
あ
る
。
 
 

こ
れ
は
、
世
阿
弥
が
、
第
一
紙
に
ワ
キ
の
登
場
の
部
分
を
、
第
二
紙
か
ら
第
五
 
 

紙
の
一
続
き
に
前
ジ
テ
の
登
場
か
ら
序
の
舞
ま
で
を
、
第
六
紙
に
序
の
舞
か
ら
 
 

最
後
ま
で
を
、
そ
れ
ぞ
れ
を
繋
い
だ
と
す
れ
ば
、
「
ク
ワ
ン
ヲ
ン
」
は
、
ワ
ヰ
 
 

の
登
場
の
部
分
を
、
「
カ
ブ
ノ
ホ
サ
ツ
」
は
、
前
ジ
テ
の
登
場
か
ら
序
の
舞
の
 
 

前
ま
で
を
書
い
た
時
に
シ
テ
と
L
て
想
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
一
紙
か
ら
第
 
 

五
紙
ま
で
が
完
成
（
第
五
紙
の
末
尾
を
切
断
す
る
以
前
）
し
た
後
に
「
フ
ナ
ン
 
 

ホ
サ
ツ
」
 
に
統
一
・
調
整
L
た
も
の
と
し
て
説
明
で
き
る
現
象
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
仮
に
「
江
口
」
 
に
自
筆
本
に
先
行
す
る
原
曲
が
あ
っ
た
 
 

と
し
て
も
、
現
存
の
自
筆
本
か
ら
そ
れ
を
推
定
す
る
の
は
、
か
な
り
困
難
で
あ
 
 

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
 
 

〔
往
〕
 
 

（
1
）
池
内
信
嘉
 
『
能
楽
古
典
 
禅
竹
集
』
所
収
 
脆
屋
書
葎
 
大
正
四
年
 
 

三
月
発
行
 
 

（
2
）
大
和
田
建
樹
霜
 
「
増
補
 
謡
曲
通
解
」
第
二
巷
 
博
文
轄
 
明
治
二
 
 

十
九
年
十
一
月
発
行
 
十
五
ペ
1
∴
シ
 
 

（
3
）
佐
成
謙
太
郎
著
 
『
謡
曲
大
観
』
第
一
巷
 
明
治
書
院
 
昭
和
五
年
十
 
 

月
発
行
 
十
五
ペ
ー
ジ
 
 

（
4
）
能
楽
研
究
室
 
「
五
音
 
上
下
」
 
能
楽
資
料
第
二
編
 
前
編
 
能
楽
 
 

資
料
頒
布
会
 
昭
和
七
年
十
一
月
発
行
 
 

（
5
）
西
野
春
雄
 
作
品
研
究
「
江
口
」
 
 
「
観
世
」
 
昭
和
四
十
八
年
九
月
 
 

（
6
）
 
伊
藤
正
義
校
注
 
『
謡
曲
集
 
上
』
 
新
潮
日
本
古
典
集
成
 
新
潮
社
 
 

昭
和
五
十
八
年
三
月
発
行
 
 

（
7
）
 
桟
道
萬
里
雄
 
義
幸
校
注
 
『
謡
曲
葉
 
上
』
 
日
本
古
典
文
学
大
系
 
 

岩
波
書
店
 
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
発
行
 
 

（
8
）
真
幸
構
成
 
『
別
冊
太
陽
5
号
 
能
』
 
平
凡
社
 
昭
和
五
十
三
年
十
 
 

一
月
発
行
 
 

（
9
）
川
淑
一
馬
 
『
世
阿
弥
真
揖
 
髄
本
七
番
 
附
目
録
書
状
』
 
わ
ん
や
 
 

書
店
 
昭
和
十
九
年
八
月
発
行
 
 

（
皿
）
真
幸
 
「
世
阿
弥
作
能
考
」
 
補
説
コ
 
 
『
能
楽
史
新
考
（
一
）
 
』
所
 
 

収
 
わ
ん
や
書
店
 
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
発
行
 
 

（
山
）
落
合
博
志
 
「
能
 
研
究
と
評
論
」
 
月
曜
会
雑
誌
止
 
昭
和
六
十
二
 
 

年
五
月
発
行
 
 

（
児
）
義
幸
 
加
藤
周
一
 
『
世
阿
弥
 
禅
竹
』
所
収
 
日
本
思
想
大
系
 
岩
 
 

波
書
店
 
昭
和
四
十
九
年
四
月
発
行
一
三
六
ペ
・
㌧
ジ
 
 

（
u
）
桟
道
萬
里
雄
 
義
幸
校
注
 
『
謡
曲
集
 
下
』
 
日
本
古
典
文
学
大
系
 
 

岩
波
書
店
 
昭
和
三
十
八
年
二
月
発
行
 
 

（
辿
）
 
『
世
阿
弥
 
禅
竹
』
 
（
同
注
は
）
所
収
 
二
七
八
ペ
ー
ジ
 
 

本
稿
は
、
昭
和
六
十
二
年
六
月
の
月
曜
会
例
会
に
お
い
て
発
表
し
た
も
の
巷
ま
 
 

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
多
く
の
方
か
ら
貴
重
な
御
助
言
を
い
た
だ
い
た
 
 

こ
と
に
感
謝
す
る
。
ま
た
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
許
可
さ
れ
た
法
政
大
学
能
 
 

楽
研
究
所
、
宝
山
寺
に
感
課
す
る
。
 
 （

筑
波
大
学
文
芸
二
言
語
研
究
科
学
生
）
 
 
 


